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９ 外国語 

学校番号 ３１４ 

 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 
MY WAY English CommunicationⅠ 

準拠ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰは、「聞くこと」「読むこと」だけでなく、「話すこと」「書くこと」もできるようになることが目標です。

そのため、授業では教科書の内容を理解するのはもちろん、英語を使って表現する活動を多く行います。間違いをおそれずに積極的

に発言し、楽しい授業にしましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わ

るような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「総合英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・自分のことや、身

の回りのことにつ

いて簡単な紹介や

説明をすることが

できる。 

 

・授業で学習した内

容や日常生活に関

連した話題につい

て、視覚的補助を用

いながら、短いスピ

ーチをすることが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

総英Ⅰ 

 

・スピーチ

テスト 

・プレゼン

テーション

テスト 

・SV をしっかり理

解し、相手に伝わ

る文を書くこと

ができる。 

 

・簡単な語や基礎的

な表現を使いな

がら、and、but、 

because などで文

と文をつないで、

まとまりのある

文章を書くこと

ができる。 

コミュ英Ⅰ 

総英Ⅰ 

 

・ライティン

グテスト 

・定期考査 

・教師による英語

での簡単な指示

を理解すること

ができる。 

 

・簡単な 80wpm程

度の速さの身近

なことに関する

話や指示を理解

することができ

る。 

 

コミュ英Ⅰ 

総英Ⅰ 

 

・リスニング

テスト 

・定期考査 

・簡単な物語や

身近なことに

関する文章を

理解すること

ができる。 

 

・説明や物語な

どを聞き手に

伝わるように

音読すること

ができる。 

 

コミュ英Ⅰ 

総英Ⅰ 

 

・リーディン

グテスト 

・音読テスト 

・定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図ろ

うとしているかを評価できる

方法で実施。 

CAN-DOリストによる「話すこと」

と「書くこと」の到達目標を的確

に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、言語

の背景にある文化などを理解し

ているかどうかを評価できる方

法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson1 

 

Avtivity 

Corner1 

 

(1 学期

中間) 

Lesson1 

個人や民族のア

イデンティティ

を表す氏名が何

を意味している

のか知ることに

よって自分や自

分の文化を見直

す内容。 

 

 

Avtivity corner

「相づちを打つ」

「ほめる」表現を

学ぶ内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・個人、ペアでの音読に積

極的に取り組む。 

・間違うことを恐れず、大

きな声で聞き手を意識

した伝え方をする。 

・ペアでの本文の音読活動

及び相槌表現の練習を

行う。 

 

・個人、ペアでの音読に積

極的に取り組んでいる。 

・間違うことを恐れず、大

きな声で聞き手を意識

した伝え方をする。 

・授業での言語活動を観

察する。 

・提出したワークシート

及び音読テストの評価

を判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・聞き手に伝えることを意

識した音読をする。 

 

・音読活動に積極的に参加

し、ワークシートに記

録・相互評価をする。 

・聞き手に伝えることを意

識した音読をすること

ができる。 

 

・授業時間を利用して音

読テストを実施する。 

「外国語理解の能力」  

・語句や表現などの知識を

活用して内容を読み取

る。 

・相手が表現している内容

について理解する。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・新出語以外の未知語の意

味を文章の前後関係か

ら推測できるよう読み

進めていく。 

・語句や表現などの知識を

活用して内容を読み取

ることができる。 

・相手が表現している内容

について理解できる。 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・基本的な文構造（SV, 

SVC, SVO,SVOO）の用

法を理解する。また、そ

の他の例示する表現の

使い方を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・基本的な文構造（SV, 

SVC, SVO,SVOO）の用

法を理解できる。また、

その他の例示する表現

の使い方を理解できる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson2 

(１学期

期末) 

やなせたかしさ

んがアンパンマ

ンを通して伝え

たメッセージに

ついて紹介する

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、積

極的に情報や考えなど

について話す。 

・やなせたかしさんとイン

タビュアーになりきり、

ペアでの音読活動を行

う。 

 

・間違うことを恐れず、積

極的に情報や考えなど

について話している。 

・ペアワークの取り組み

内容及びワークシート

の提出、インタビュー

テストの評価により判

断する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の中の情報や考えな

どについて、互いに質問

したり質問に答えたり

する。 

・１学期中間で習った相づ

ち表現を使い、インタビ

ューをする。 

・やなせたかしさんが子供

たちに伝えようとした

テーマとメッセージに

ついて考え、ペアでイン

タビューを行う。 

・本文の中の情報や考えな

どについて、互いに質問

したり質問に答えたり

することができる。 

・１学期中間で習った相づ

ち表現を使い、インタビ

ューをすることができ

る。 

・授業時間を利用してイ

ンタビューテストを実

施し、判断する。 

「外国語理解の能力」 

・語句や表現などの知識を

活用して内容を読み取

る。 

・相手が表現している内容

について理解する。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・新出語以外の未知語の意

味を文章の前後関係か

ら推測できるよう読み

進めていく。 

・語句や表現などの知識を

活用して内容を読み取

ることができる。 

・相手が表現している内容

について理解できる。 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOC / SVO（O=that

節）/ 比較級・最上級 の

表現、その他の例示する

表現の使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・SVOC / SVO（O=that

節）/ 比較級・最上級 の

表現、その他の例示する

表現の使い方を理解で

きる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 3 

(１学期

期末) 

オリンピックの

歴史とその目的

を紹介する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、積

極的に情報や考えなど

について話す。 

・IOC関係者になりきり、

ペアでの音読活動を行

う。 

 

・間違うことを恐れず、積

極的に情報や考えなど

について話している。 

・授業での言語活動を観

察する。 

・ペアワークの取り組み

内容及びワークシート

の提出により判断す

る。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・オリンピックの歴史とそ

の目的について考え、

IOC関係者になりきり、

ペアでインタビューを

行う。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・語句や表現などの知識を

活用して内容を読み取

る。 

・相手が表現している内容

について理解する。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・新出語以外の未知語の意

味を文章の前後関係か

ら推測できるよう読み

進めていく。 

 

・語句や表現などの知識を

活用して内容を読み取

ることができる。 

・相手が表現している内容

について理解できる。 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞・受動態の表現、

また例示する表現の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

 

・助動詞・受動態の表現、

また例示する表現の使

い方を理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 4 

(２学期

中間) 

病院で見られる

アートを紹介し

ている内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や未知

の語があっても、推測す

るなどして聞き続ける。 

・人々を癒すことができる

芸術の力についての説

明を聞き、その内容を理

解する。 

 

・聞き取れない箇所や未知

の語があっても、推測す

るなどして聞き続けて

いる。 

・授業での言語活動を観

察する。 

・提出したワークシート

を判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

と、学んだり経験したこ 

とに基づき、情報や考え 

などをまとめる。 

・英文を聴き、ワークシー

トを完成させる。 

 

・聞いたり読んだりしたこ

と、学んだり経験したこ 

とに基づき、情報や考え 

などをまとめることがで

きる。 

 

 

 

「外国語理解の能力」  

・単語の発音、音変化、リ

ズムやイントネーショ

ンなどの音声的な特徴

を捉えて的確に聞き取

る。 

・人々を癒すことができる

芸術の力についての説

明を聞き、その内容を理

解する。 

 

・単語の発音、音変化、リ

ズムやイントネーショ

ンなどの音声的な特徴

を捉えて的確に聞き取

ることができる。 

 

・定期テストにおいて、

内容理解を問う出題に

より、内容理解ができ

ているかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在進行形・現在完了形

を用いた表現、例示する

表現の使い方を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・現在進行形・現在完了形

を用いた表現、例示する

表現の使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 5 

(２学期

中間) 

世界の様々な文

字の独自の成り

立ちや、書き方が

あるという事を

紹介する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・読みながらメモを取るな

どして、関心をもって本

文を読む。 

・教科書本文に斜線（スラ

ッシュ）を引いて意味を

確かめながら読む。 

 

・読みながらメモを取るな

どして、関心をもって本

文を読むことができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・既習の文法事項を用いて

簡単な英作文をする。 

・本文の内容について、簡

単な作文をする。 

・既習の文法事項を用いて

簡単な英作文ができる。 

・授業時間を利用してラ

イティングテストを実

施し、判断する。 

 

「外国語理解の能力」  

・説明などを読んで、特に

重要な事実等を捉える

ことを通じ、全体の要旨

を理解する。 

 

・教科書本文に斜線（スラ

ッシュ）を引いて意味を

確かめながら読む。 

 

・説明などを読んで、特に

重要な事実等を捉える

ことを通じ、全体の要旨

を理解することができ

る。 

 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞 / to 不定詞 / it 

is…to 不定詞を用いた表

現を理解する。 

・例示する表現の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・動名詞 / to 不定詞 / it 

is…to 不定詞を用いた表

現を理解している。 

・例示する表現の使い方を

理解している。 

 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 6 

(２学期

期末) 

無形文化遺産 

日本語登録され 

た日本の伝統的 

な食文化につい 

て紹介する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・パラグラフの構造を意識

した英作文を書く。 

 

・食文化の変化に関する自

分の意見を反映した英

作文や自分の身の回り

のものに関連したこと

に関して英作文をする。 

・パラグラフの構造を意識

した英作文を書いてい

る。 

・完成した英作文を提出

させ判断する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・トピックセンテンス/ 

サポートセンテンス / 

コンクルーディングセ

ンテンスが適切に組み

合わされた文章を書く。 

・既習の文法事項を反映

し、英作文を書く。 

・食文化の変化に関する自

分の意見を反映した英

作文や自分の身の回り

のものに関連したこと

に関して英作文をする。 

・和食に関し再話活動をす

る。 

 

 

・トピックセンテンス/ 

サポートセンテンス / 

コンクルーディングセ

ンテンスが適切に組み

合わされた文章を書い

ている。 

・既習の文法事項を反映

し、英作文を書くことが

できる。 

 

・英作文の宿題及びワー

クシートを提出させ、

判断する。 

・授業における英作文の

実践テストにより判断

する。 

「外国語理解の能力」  

・つながりを示す語やフレ

ーズに注意して文章を

読み、論理がどのように

展開しているかを把握

する。 

・本文がどのように展開し

ているのか、ディスコー

スマーカーを意識しな

がら読み進めていく。 

 

・つながりを示す語やフレ

ーズに注意して文章を

読み、論理がどのように

展開しているかを把握

することができる。 

 

 

・定期テストにおける内

容理解を問う出題によ

り判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 / SVO₁O₂ 

（O₂＝how to ～）を用 

いた表現と例示する表

現の使い方を理解する。 

・文と文、段落と段落の 

つながりを示す語やフ

レーズを理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・関係代名詞 / SVO₁O₂ 

（O₂＝how to ～）を用 

いた表現と例示する表

現の使い方を理解でき

る。 

・文と文、段落と段落の 

つながりを示す語やフ

レーズを理解できる。 

 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 7 

(２学期

期末) 

カンボジアの地

雷跡地で作られ

たハーブを活用

する篠田ちひろ

さんの活動を紹

介する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や未知

の語句があっても推測

するなどして聞き続け

る。 

・本文の音声を聞き、パー

トごとに、本文で述べら

れている内容を、時系列

や問題の観点に沿って

区別しワークシートに

メモする。 

・聞き取れない箇所や未知

の語句があっても推測

するなどして聞き続け

ている。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・２学期の前半で習った英

作文の基礎を活用し、具

体的な理由を含む文章

を書く。 

・関連した画像を見なが

ら、ペアで再話活動を行

う。 

・２学期の前半で習った英

作文の基礎を活用し、具

体的な理由を含む文章

を書く。 

・定期テストの英作文の

問題により、適切な英

作文ができているかを

判断する。 

「外国語理解の能力」  

・出来事や物事についての

説明や様々な会話を聞

いて、重要な語句などを

手掛かりにして概要や

要点を理解する。 

・発音、音変化、リズムや

イントネーションなど

の音声的な特徴を捉え

的確に聞き取る。 

・パートごとに、関連した

画像などを見ながら、説

明を聞き、読み、イメー

ジとともに、その内容を

理解する。 

・出来事や物事についての

説明や様々な会話を聞

いて、重要な語句などを

手掛かりにして概要や

要点を理解することが

できる。 

・発音、音変化、リズムや

イントネーションなど

の音声的な特徴を捉え

的確に聞き取ることが

できる。 

・定期テストのリスニン

グテストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができて

いるかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在分詞 / 過去分詞の形

容詞的用法 / 分詞構文

を用いた表現と、例示す

る表現の使い方を理解

する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・現在分詞 / 過去分詞の形

容詞的用法 / 分詞構文

を用いた表現と、例示す

る表現の使い方を理解

している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 9 

 

Activity 

Corner④ 

 

(学年末) 

Lesson9 

セサミストリー

トを通してその

時代の背景や、

多様性と平等性

の大切さを述べ

ている内容。 

。 

 

Avtivity Corner 

「説明する」 

「言い換える」

表 現 を 学 ぶ 内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・相手に伝わる声で話そう

とする。 

・間違うことを恐れず、積

極的に情報や考えなど

について話す。 

・聞き手にとって良い視覚

教材（ポスター）を作成

する。 

・番組プロデューサーとし

て、映画の内容と伝えた

いメッセージについて

視覚的補助を用いなが

らポスタープレゼンを

する。 

・相手に伝わる声で話そう

としている。 

・間違うことを恐れず、積

極的に情報や考えなど

について話している。 

・聞き手にとって良い視覚

教材（ポスター）を作成

している。 

・ペア、グループでの言

語活動を観察する。 

・ワークシートとポスタ

ーを提出させ、その内

容を取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・「説明する」「言い換える」

表現、また既習の知識な

どを適切に用いてポス

タープレゼンをする。 

 

・セサミストリートに込め

られたメッセージにつ

いて視覚的補助を用い

ながらポスタープレゼ

ンをする。 

・説明や描写の表現を工夫

して、相手に伝わる文章

を書き、それを発表す 

 る。 

・「説明する」「言い換える」

表現、また既習の知識な

どを適切に用いてポス

タープレゼンができて

いる。 

 

・授業時間を利用して発

表の機会を設け、判断

する。 

・定期テストにおける英 

作文の問題により判

断する。 

「外国語理解の能力」  

・本文の内容から、書き手

の意図を推測する。 

 

・時代の背景や、多様性と

平等性の大切さについ

ての説明を読み、イメー

ジとともに、その内容を

理解する。 

・本文の内容から、書き手

の意図を推測すること

ができる。 

 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・if 節 / 仮定法過去 / I 

wish ～ / as if ～を用

いた表現を理解する。 

・例示する表現の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・何度も音読をすることに

より、語彙や文法の定着

を図る。 

・if 節 / 仮定法過去 / I 

wish ～ / as if ～を用

いた表現を理解してい

る。 

・例示する表現の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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